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ま え が き 

 

 デジタル技術が飛躍的に発展し、年齢・性別に関係なく全ての人がデジタル技術の恩恵

を受けられ、一人一人が多様な幸せを実現できるSociety5.0が到来しようとする中、教育

は、児童生徒が未来に向かって課題の解決に取り組みながら、新たな価値を生み出すため

の土台をつくる重要な役割を担っており、私たちの指導の在り方にも大きな影響をもたら

しています。 

 こうした中、本県では、ＩＣＴを活用した体系的で質の高い教育を実現するため、令和

３年度から、全ての公立学校において、児童生徒の１人１台端末の運用を開始するととも

に、学校教育活動において、ＩＣＴを効果的に活用するための基本方針となる「ＩＣＴ教

育推進ガイドライン」を策定し、令和３～５年度を計画期間とするえひめＩＣＴ教育３か

年計画「ＩＣＴ未来創造プラン」に基づき、ＩＣＴの活用を推進してきました。 

 その結果、ウェブ会議システムを活用した遠隔地の異なる文化や背景を持った人々との

交流学習、クラウドサービスを活用した協働学習、本県が独自に開発した「えひめＩＣＴ

学習支援システム『ＥＩＬＳ』」による個別学習など、各学校において、１人１台端末の

活用が日常化し、児童生徒の主体的な学びが展開されるようになりました。 

 また、ＡＩや教育データといったデジタル技術の利活用は、教育の未来を大きく変革さ

せ、全ての児童生徒が個々の能力を最大限に発揮できる、より質の高い教育の実現を可能

とすると言われており、更なる利活用に向けて、国が主導し様々な実証事業や調査研究が

進められています。 

 このような動向を踏まえて、県教育委員会では、この度、ＩＣＴ教育推進ガイドライン

を改訂し、その中で、令和６～８年度を計画期間とするえひめＩＣＴ教育３か年計画「第

Ⅱ期ＩＣＴ未来創造プラン」において、ＩＣＴ教育を新たなステージへ進めるための指針

を示しました。主眼は、児童生徒が主体的にＩＣＴを活用し、未来を見据え、創造する力

を身に付けることにあり、その実現には、指導者自身が、最新の情報や技術に対応した指

導方法の研鑽を積み重ねることが不可欠です。 

 本ガイドラインが、ＡＩと教育データの利活用を後押しし、教育の質を向上させる一翼

を担うことを願うとともに、本県のＩＣＴ教育が、新たな３か年計画を通じて一層の発展

を遂げ、未来を担う子どもたちがより力強く社会に参画できるよう、引き続き支援してま

いります。 

最後になりましたが、本ガイドライン改訂版の策定に当たり、ＩＣＴ教育推進委員会の

スーパーバイザーとして御指導いただきました、愛媛大学の露口健司教授、大西義浩教授

に、深く感謝の意を表します。 

 

令和６年３月 

愛媛県教育委員会教育長 田所 竜二 
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第１章 えひめＩＣＴ教育３か年計画「ＩＣＴ未来創造プラン」における成果と課題 

 

 令和２年度、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による全国的な臨時休業の下、オン

ライン教育など、ＩＣＴを活用した教育の重要性を強く認識させられた。そのような中、

本県では、臨時休業等でやむを得ず自宅待機をしている児童生徒の学びを保障するため、

公立の小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校の全ての児童生徒が、１

人１台端末を活用した学習ができるよう、令和２年度中に環境整備を進めるとともに、１

人１台端末を含むＩＣＴを学校現場でより効果的に活用できるよう、「ＩＣＴ教育推進ガイ

ドライン」を策定した。 

 ガイドラインで制定した「えひめＩＣＴ教育３か年計画『ＩＣＴ未来創造プラン』」（以

下、「ＩＣＴ未来創造プラン」という。）では、ウェブ会議システムや教育用クラウドサー

ビスなどを活用した教育活動を充実させる観点からＩＣＴ教育を捉え、「児童生徒のＩＣＴ

活用スキル向上」「教員のＩＣＴ活用指導力向上」「教育委員会の支援」の３本柱で、活動

内容を明確化し、次のように、ＩＣＴ教育の推進を図ってきた。 

 ○臨時休業等における児童生徒への学習支援に備えたデジタル教材（動画等）の開発・提供 

 ○推進校や推進教員を中心とした実践事例の横展開 

 ○全国に先駆けて県独自で開発したえひめＩＣＴ学習支援システム「ＥＩＬＳ（エイリ

ス）」による、県内公立学校へのＣＢＴの積極的な展開 

 ○県総合教育センターの研修講座の実施、研修資料（動画やテキスト等）の配信による、

教員の研修体制の整備 

 ○ＩＣＴ活用実践事例集の配付（令和３年度）、えひめのＩＣＴ教育まとめサイトの開設

（令和４年度）による優良事例の共有及びデータベース化 

 これらの取組の成果として、文部科学省「学校における教育の情報化の実態等に関する

調査」の「教員のＩＣＴ活用指導力の状況」において、５項目中４項目について、令和３、

４年度で２年連続全国１位となった。先進的な技術を積極的に取り入れ、活用を推進する

体制を整備することで、本県全体のＩＣＴ活用の機運が高まってきたと考えられる。 

 一方、令和５年５月から新型コロナウイルス感染症の法律上の位置付けが「５類感染症」

に引き下げられ、コロナ前の学校教育活動に徐々に戻りつつあり、ウェブ会議システムや

クラウドサービスの活用の在り方が変わってきている。特に、ウェブ会議システムに関す

るＩＣＴ活用の指標については、実際の活用場面と乖離が見られることから、現在の児童

生徒及び教員のＩＣＴ活用に関する指標を再整理する必要がある。 

 社会の急速なデジタル化に伴い、教育分野においても、教育データの利活用により、一

人一人の力を最大限引き出すためのきめ細かな支援を可能とする「データ駆動型」への移

行が求められている。大学においては、全ての学生を対象とした「数理・データサイエン

ス・ＡＩ教育」が普及しつつあり、令和６年度実施の大学入学共通テストからは「情報」

が新たに追加されることとなった。これからの社会に求められる人材を育成するためには、

新たな指標を設定し、更なる情報活用能力の育成を図っていく必要がある。 
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第２章 えひめＩＣＴ教育３か年計画「第Ⅱ期ＩＣＴ未来創造プラン」（令和６～８年度） 
 

令和３～５年度の「ＩＣＴ未来創造プラン」では、ウェブ会議システムやクラウドサー

ビスの活用推進により、県全体で教育活動におけるＩＣＴの活用が加速化した。加えて、

生成ＡＩなどの新たな情報技術が登場したことにより、教育活動におけるＩＣＴの活用の

在り方が再び問われることとなった。 

令和６～８年度のえひめＩＣＴ教育３か年計画「第Ⅱ期ＩＣＴ未来創造プラン」は、本

県のＩＣＴ教育を新たなステージへ進めるために、急速に発展するデジタル社会において、

児童生徒が主体的にＩＣＴを活用しながら、未来を見据え、未来を創造するための知識や

技能を習得することを重視したものである。 
 

１ ３か年基本方針 

３か年を次の二つの段階（フェーズ）に分割し、ＰＤＣＡサイクルの下、プランの計

画的な実践、確実な実現を目指す。 

フェーズ１「スキルアップ・活用充実期」（令和６年度・７年度） 

○１人１台端末の環境を生かし、児童生徒のＩＣＴ活用スキルの更なる向上、児童生徒

の主体的なＩＣＴ活用を推進する。 

○教員が教育活動を通して、ＩＣＴの活用を積極的に行うことにより、児童生徒の学習

に対する意欲向上を促す。 

フェーズ２「活用発展期」（令和８年度） 

○フェーズ１における取組や培ってきた知識及び技能を基に、ＩＣＴの活用を通して、

児童生徒の主体的に社会に参画しようとする資質・能力を養う。 

○数値目標の完全達成を目指す。 

○３か年の成果検証及び成果発表を行う。 
 
２ 基本戦略 

これまでの教育の情報化に係る取組での成果に加え、クラウドサービスを活用した個

別最適な学びと協働的な学びの充実、ＡＩ・教育データの利活用の観点からＩＣＴ教育

を捉える。その際、実行主体ごとに、活動内容の明確化を図る。 

○児童生徒のＩＣＴ活用スキル向上 

「ＩＣＴ教育プログラム（Can-Do）」を参考にして、「デジタル技術の利用を通じて、

社会に積極的に関与し、参加する能力」である「デジタル・シティズンシップ」の考え

方を踏まえ、児童生徒がその発達の段階に応じて最低限身に付けるべきスキルを想定し、

ＰＤＣＡサイクルの下で、計画的にＩＣＴ活用スキルを向上させ、活用の最適化を図る。 

○教員によるＩＣＴ活用指導力向上 

「愛媛の教員が身に付けるべきＩＣＴ活用スキルチェック表」を参考にして、計画的に

教員研修を実施し、ＡＩや教育データの活用による教育の質の向上及び業務の効率化を

図るとともに、クラウドサービスを活用した双方向型の授業を積極的に実施し、児童生

徒の主体的な学習態度を養うことができるよう、教員のＩＣＴ活用指導力の向上を図る。 

○教育委員会の支援 

ＩＣＴ環境等のハード面及び研修環境等のソフト面の、両面の充実を計画的に図ると

ともに、産学官の連携を密にし、専門性が高く実践的な教育環境の実現を目指す。 
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３ 数値目標達成スケジュールと教育委員会の取組（※割合は目標値を示す。） 

 令和６～７年度 令和８年度 

 フェーズ１ 
スキルアップ・活用充実期 

フェーズ２ 
活用発展期 

児童生徒のＩＣＴ

活用スキル向上 

Can-Do達成度(p.７～10参照) 

（全項目Ｂ以上の割合） 

 80% 
 

アプリを活用した学びを通して、学習

の習慣を身に付けている児童生徒の

割合 

 80% 
 
課題を発見し解決するために、主体的

にアプリを使って協働学習をする児

童生徒の割合 

 80% 

Can-Do達成度(p.７～10参照) 

（全項目Ｂ以上の割合） 

       100% 
 

アプリを活用した学びを通して、学習

の習慣を身に付けている児童生徒の

割合 

 100% 
 

課題を発見し解決するために、主体的

にアプリを使って協働学習をする児

童生徒の割合 

 100% 

教員によるＩＣＴ

活用指導力向上 

ＩＣＴ活用スキル達成度(p.17 参照)

（全項目３以上の割合） 

 80% 
 

校務での文書や教材の素案作成等に

おいて、負担軽減のために、ＡＩを効

果的に活用している教員の割合 

 80% 
 
児童生徒の教育データを基に、授業

計画を立てたり、個に応じた指導を

行う際に役立てたりする教員の割合 

 80% 

ＩＣＴ活用スキル達成度(p.17 参照)

（全項目３以上の割合） 

 100% 
 

校務での文書や教材の素案作成等に

おいて、負担軽減のために、ＡＩを効

果的に活用している教員の割合 

 100% 
 
児童生徒の教育データを基に、授業

計画を立てたり、個に応じた指導を

行う際に役立てたりする教員の割合 

 100% 

教育委員会の支援 【研修環境の充実】 

研修用教材の充実、研修機会の拡充等 

【事例の共有】 

「えひめのＩＣＴ活用まとめサイト」における活用事例のデータベース化 

【デジタル教材の活用】 

児童生徒の学習のデジタル化、教育用アプリの導入 

【特別支援教育】 

特別な支援を要する児童生徒のために、入出力装置や支援アプリ等の活用 

【学力向上】 

えひめＩＣＴ学習支援システム「ＥＩＬＳ」による個別最適な学びの充実 

【県内外の学校間交流の促進】 

交流学習や合同授業による連携強化 

【海外の学校と交流】 

交流学習によるグローバルマインドの醸成 

【産学官連携を強化したキャリア教育】 

地元企業等との協力によるキャリア教育並びに大学等との連携による専門性

の高い学びのコーディネート 
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第３章 児童生徒のＩＣＴ教育プログラム 

  

１ ＩＣＴ教育プログラムが目指すもの 

本稿において策定するＩＣＴ教育プログラムの目的は、学校教育において身に付ける

べきＩＣＴ活用スキルを具体的に示すことである。確かなＩＣＴ活用スキルのもとで、

自己教育力や協働力を育み、予測困難なこれからのデジタル社会を生き抜くための学力

や行動力を身に付けた人材の育成を目指す。 

 

２ 学習者のエージェンシーとＩＣＴ活用スキル 

2018 年にまとめられた「OECD Learning Framework 2030」では、「複雑で不確かな世

界を歩んでいく力」を「学習者のエージェンシー」と定め、社会に参画し、人々や物事、

環境によりよい影響を与えるという責任感を意味するものとされた。また、エージェン

シーは、「進んでいくべき方向性を設定する力」「目標を達成するために求められる行動

を特定する力」を必要とするとされている。 

ただし、学習者のエージェンシーが意味するとおり、エージェンシー獲得に当たって

は、社会的文脈が重要であり、環境や周りの働きかけが大きく影響することは疑いなく、

児童生徒が、ＩＣＴ環境下で社会性を身に付けつつ、よりよい社会づくりへの意欲を持

ち、将来的な目標を見据え、見通しを持って行動し、その結果を自ら評価できるような

援助をしていかなければならない。 

現在の１人１台端末が日常的に活用されている環境において、活用の最適化を図るた

めには、児童生徒の自律的な活用が重要である。そこで、ＩＣＴ教育プログラムでは、

「デジタル技術の利用を通じて、社会に積極的に関与し、参加する能力」である「デジ

タル・シティズンシップ」の視点を新たに取り入れ、人や社会との関係性の中での成長

を重視するものとした。 

具体的には、えひめＩＣＴ教育３か年計画「第Ⅱ期ＩＣＴ未来創造プラン」（令和６～

８年度）において、主に、「クラウドサービスの活用により、児童生徒の学習に対する主

体性を高めるとともに、協働学習、個別に最適化された学習の充実を図ること」を中心

的な課題とし、取組の中でＩＣＴ活用スキルの着実な伸長を図ることとした。当然、そ

の中では、 

○ＩＣＴのポテンシャルをよりよい生活のために利活用するというイメージが持てる

よう、デジタル・シティズンシップ教育を重視すること 

○学習道具としてＩＣＴを日常的に活用することにより、児童生徒が自らの創造性を

高揚させるような環境整備に力を注ぐこと 

など、ソフト・ハードの両面からＩＣＴの意味を考えた教育プログラムとなるよう留意

しなければならない。そのためにも、ＳＮＳ等を含め、社会との関わりを意識した教育

環境の充実に努めることが必要である。 
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３ ＩＣＴ教育プログラム策定の基本方針 

主に、「クラウドサービスの活用」を想定した上で、確実にＩＣＴ活用スキルを身に付

けていくために、ＩＣＴ教育プログラムの基本方針を次のように定める。 

⑴ 小学１年生から自分専用の端末を持つ「１人１台端末」の環境において、学校での

教育活動だけではなく、家庭学習等にも活用することを前提として考える。 

⑵ 小学校から高校までの 12年間を「小学１・２年生」「小学３・４年生」「小学５・６

年生」「中学校」「高等学校」に５分割して、各段階において、身に付けておくべきス

キル内容を示し、スパイラル的にＩＣＴ活用スキルが向上していくような設計とする

とともに、曖昧な表現は避け、いつまでに、どのような事柄ができるようにするなど、

具体的な記述に努める。 

⑶ ＩＣＴ活用スキルを「デジタル・シティズンシップ」「コアスキル」「アドバンスト

スキル」の３段階に大別する。 

ア デジタル・シティズンシップは、ＩＣＴを効果的に活用するための礎となるもの

であり、下表に示す情報活用能力を含むものとする。そのうち、「情報と情報技術を

適切に活用するための知識と技能」や「情報モラル・情報セキュリティなどについ

ての理解及び態度」等、教育課程上、教科等で学習する内容とされているものを位

置付ける。 

【参考】IE-School における実践研究を踏まえた情報活用能力の要素の例示（文部科学省「情報 

活用能力を育成するためのカリキュラム・マネジメントの在り方と授業デザイン」） 

知識及び 

技能 

１ 情報と情報技術を適切に

活用するための知識と技能 

①情報技術に関する技能 

②情報と情報技術の特性の理解 

③記号の組合せ方の理解（プログラミングや情報機器を利

用した問題解決の考え方） 

２ 問題解決・探究における情

報活用の方法の理解 

①情報収集、整理、分析、表現、発信の理解 

②情報活用の計画や評価・改善のための理論や方法の理解 

３ 情報モラル・情報セキュリ

ティなどについての理解 

①情報技術の役割・影響の理解 

②情報モラル・情報セキュリティの理解 

思考力、 

判断力、 

表現力等 

１ 問題解決・探究における情

報を活用する力（プログラミ

ング的思考・情報モラル・情

報セキュリティを含む） 

事象を情報とその結び付きの視点から捉え、情報及び情報

技術を適切かつ効果的に活用し、問題を発見・解決し、自

分の考えを形成していく力 

①必要な情報を収集、整理、分析、表現する力 

②新たな意味や価値を創造する力 

③受け手の状況を踏まえて発信する力 

④自らの情報活用を評価・改善する力    等 

学びに向 

かう力、 

人間性等 

１ 問題解決・探究における情

報活用の態度 

①多角的に情報を検討しようとする態度 

②試行錯誤し、計画や改善しようとする態度 

２ 情報モラル・情報セキュリ

ティなどについての態度 

①責任をもって適切に情報を扱おうとする態度 

②情報社会に参画しようとする態度 

イ コアスキルについては、児童生徒の学習過程において現在課題と想定されるもの

や、クラウドサービス活用、プログラミングスキル等の今後も必要とされるＩＣＴ

活用スキルとして重要なものと位置付ける。具体的には、「入力・操作スキル」「イ

ンターネット活用・ＩＣＴ表現スキル」「アプリ活用・プログラミングスキル」の三

つに細分し、より具体的に学習場面がイメージできるような表現とする。 
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【入力・操作スキル】 

目的に応じて適切に情報手段を選択し活用するために必要な、情報機器を扱う

ための基礎的なスキル 

【インターネット活用・ＩＣＴ表現スキル】 

インターネット検索による多様な情報収集スキル、文書作成やプレゼンテーシ

ョン、動画編集アプリ等を用いて情報を表現するスキル 

【アプリ活用・プログラミングスキル】 

表計算や統計処理など学習の目的に応じたアプリ、プログラミング環境を活用

して、作業の効率化や課題解決に結びつけるスキル 

ウ アドバンストスキルについては、コアスキルを身に付けた上で、児童生徒が自己

教育的に伸ばしていく力として位置付ける。その際、教員は、児童生徒の興味・関

心を重視し、個を十分生かすように留意するものとする。 

⑷ 情報活用能力調査（文部科学省が、小学５年生、中学２年生、高校２年生を対象に、

抽出調査を令和４年１月から２月にかけて実施。）において課題とされた、キーボード

から入力できる単位時間当たりの文字数や、次の情報活用能力を十分踏まえたものと

する。 
 

【参考】キーボードを用いた１分間当たりの平均文字入力数 

 小学５年生…15.8 文字  中学２年生…23.0文字  高校２年生…28.4文字 

 

 
【小学校段階】 

 ○一つ一つの文章・図表などの情報を適切に読み取れるようにすること。 

 ○複数の情報を整理しながら読み取れるようにすること。 

【中学校段階】  

 ○整理した情報から、傾向や特徴を捉えることができるようにすること。 

 ○複数の事象を分けて読み解けるようにすること。 

【高等学校段階】 

 ○正確な情報を選択できるようにすること。 

 ○データに矛盾点がないか確認できるようにすること。 

  
⑸ そのほか、次の２項目に留意する。 

ア 小学校段階のコアスキルは、プログラミング教育を中心として展開する。 

イ 操作的なスキルだけでなく、クラウドサービスの機能を活用した協働学習等の体

験を重ねるなど、スパイラル的に、課題発見力、批判的思考力の育成を図る。 
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４ ＩＣＴ教育プログラム（Can-Do） 

次頁以降に示す、発達段階に応じた Can-Doリストは、それぞれの段階で身に付けてお

くべきものであり、これらは、その後の発達段階においても、スパイラル的に醸成して

いくべき力であることに留意する必要がある。 

なお、特別な支援や配慮を要する児童生徒に対しては、ＩＣＴが自らの可能性を広げ

るツールであることを体験的に認識させることに留意し、Can-Do リストを参考にして、

それぞれの実態等に応じて個別の指導計画に明記し、障がいの特性に応じたＩＣＴ機器

や補助具を活用するなど、ＩＣＴのポテンシャルを全ての児童生徒が享受できるよう、

配慮しなければならない。 

また、Can-Doリストについては、児童生徒が達成度を確認し、適切に振り返るために、

項目ごとにＡからＤの評価段階を具体的に示した評価表を、本稿とは別に作成する。こ

れにより、児童生徒が Can-Doリストを定期的に振り返り、自己評価を行うことで、今後

のＩＣＴ活用の方向性を理解しやすくなる。同時に、教員がこの評価情報を活用して個々

の児童生徒の進捗状況を確認し、授業内容を改善することで、より効果的な指導が可能

となる。 
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デ ジ タ ル ・ シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 

小
学
１
・
２
年
生

 
小
学
３
・
４
年
生

 
小
学
５
・
６
年
生

 
中
学
校

 
高
等
学
校

 
【
行
動
規
範
】

 
○

人
の

作
っ

た
も

の
を

大
切

に
す

る
。

 
○

配
付

さ
れ

た
端

末
を

自
分

の
持

ち
物
と
し
て
大
切
に
扱
う
。

 

 ○
情

報
機

器
を

長
時

間
使

用
す

る
と

健
康

を
害

す
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

 
○

利
用

時
間

や
端

末
の

扱
い

方
を

決
め
て
、
自
分
で
調
整
す
る
。

 

 ○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
知
り
合
っ
た
人
と
会
う

こ
と
の
危
険
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
 

○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
特
性
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
の
よ
う
な
社
会
課
題
に
つ
い
て

考
え
、
安
全
に
活
用
す
る
。
 

 ○
社
会
は
互
い
に
法
律
や
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
て
行
動
す
る
。
 

○
情

報
社

会
に

お
け

る
自

分
の

責
任
や
義
務
を
踏
ま
え
て
行
動
す
る
。
 

 ○
情
報
に
関
す
る
法
規
や
制
度
の
意

義
を
踏
ま
え
、
適
切
に
行
動
す
る
。
 

○
情

報
社

会
に

お
け

る
自

他
の

責
任
や
義
務
を
踏
ま
え
て
行
動
す
る
。
 

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
理
解
】

 
○

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
や

電
子

黒
板

に
親
し
む
こ
と
に
よ
り
、
身
の
回
り

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
。
 

 ○
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

お
お

よ
そ

の
仕

組
み

が
理

解
で

き
、
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
た
双

方
向
の
通
信
が
で
き
る
。

 

 ○
デ
ー
タ
量
を
意
識
し
て
、
電
子
デ

ー
タ
を
扱
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
画

像
の
圧
縮
を
行
う
な
ど
、
デ
ー
タ
保

存
の
際
の
工
夫
が
で
き
る
。

 

 ○
デ
ジ
タ
ル
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

仕
組

み
を

理
解
し
、
適
切
な
方
法
で
、
デ
ー
タ
の

送
受
信
が
で
き
る
。

 

 ○
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

や
デ

ジ
タ
ル
機
器
の
特
性
を
理
解
し
、
安
全

な
利
用
方
法
を
身
に
付
け
て
い
る
。
 

【
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
】

 
○

パ
ス

ワ
ー

ド
の

大
切

さ
を

知
る

と
と

も
に

自
分

で
管

理
す

る
こ

と
が
で
き
る
。

 

 ○
パ
ス
ワ
ー
ド
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ

ィ
ル
ス
対
策
な
ど
で
、
情
報
が
守
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
。
 

 ○
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

の
利

点
と

危
険

性
に
つ
い
て
理
解
し
、
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

 

 ○
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

確
保

の
た
め
の
対
策
と
対
応
を
理
解
す
る
。
 

 ○
デ
ジ
タ
ル
上
の
暗
号
化
の
種
類
や

役
割
を
理
解
し
た
上
で
、
安
全
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
情
報
モ
ラ
ル
】

 
○
自
分
や
他
人
の
情
報
（
写
真
等
）

を
安
全
に
扱
う
こ
と
を
理
解
す
る
。
 

 ○
ネ

ッ
ト

上
の

情
報

に
は

誤
っ

た
情
報
も
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

 

 ○
ネ

ッ
ト

上
の

情
報

の
真

偽
を

確
か
め
、
適
切
に
活
用
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

 

 ○
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

公
共
性
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
意
識

し
て
行
動
し
よ
う
と
す
る
。

 

 ○
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
公
共
性

を
理
解
し
、
望
ま
し
い
情
報
活
用
の
在

り
方
に
つ
い
て
提
案
し
よ
う
と
す
る
。
 

 

コ ア ス キ ル
 

小
学
１
・
２
年
生

 
小
学
３
・
４
年
生

 
小
学
５
・
６
年
生

 
中
学
校

 
高
等
学
校

 
入
力
・
操
作
ス
キ
ル

 
【
文
字
入
力
】

 
○
文
字
の
入
力
が
で
き
る
。

 
 

 ○
キ

ー
ボ

ー
ド

等
で

か
な

入
力

や
ロ
ー
マ
字
入
力
が
で
き
る
。

 
 

 ○
キ

ー
ボ

ー
ド

等
か

ら
十

分
な

速
さ
で
文
字
入
力
が
で
き
る
。

 
（
１
分
間
で
文
章

30
文
字
以
上
）

 

 ○
キ
ー
ボ
ー
ド
か
ら
十
分
な
速
さ
か

つ
正
確
さ
で
文
字
入
力
が
で
き
る
。
 

（
１
分
間
で
文
章

45
文
字
以
上
）

 

 ○
キ
ー
ボ
ー
ド
か
ら
十
分
な
速
さ
か

つ
正
確
さ
で
文
字
入
力
が
で
き
る
。
 

（
１
分
間
で
文
章

70
文
字
以
上
）

 
○

Ｅ
Ｉ

Ｌ
Ｓ

タ
イ

ピ
ン

グ
ア

プ
リ

を
使

っ
て

、
キ

ー
ボ

ー
ド

に
よ

る
入
力
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
。

 

○
Ｅ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
タ
イ
ピ
ン
グ
ア
プ
リ
を

使
っ
て
、
キ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
る
入
力

が
１
分
間
で

40
文
字
以
上
で
き
る
。
 

○
Ｅ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
タ
イ
ピ
ン
グ
ア
プ
リ
を

使
っ
て
、
キ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
る
入
力

が
１
分
間
で

70
文
字
以
上
で
き
る
。
 

○
Ｅ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
タ
イ
ピ
ン
グ
ア
プ
リ
を

使
っ
て
、
キ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
る
入
力

が
１
分
間
で

80
文
字
以
上
で
き
る
。
 

○
Ｅ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
タ
イ
ピ
ン
グ
ア
プ
リ
を

使
っ
て
、
キ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
る
入
力

が
１
分
間
で

90
文
字
以
上
で
き
る
。
 

【
デ
バ
イ
ス
の
活
用
・
編
集
技
術
】

 
○

マ
ウ

ス
や

タ
ッ

チ
ペ

ン
の

操
作

が
で
き
る
。

 

 ○
ウ

イ
ン

ド
ウ

の
大

き
さ

の
変

更
や

表
示

画
面

の
切

換
え

等
の

基
本

操
作
が
で
き
る
。

 

 ○
端
末
の
機
能
を
適
切
に
利
用
し
て
、

情
報
の
加
工
・
編
集
（
ト
リ
ミ
ン
グ
・

切
取
り
・
貼
付
け
）
が
で
き
る
。
 

 ○
周
辺
機
器
の
機
能
を
理
解
し
、
適

切
に
利
用
で
き
る
。

 

 ○
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

キ
ー

や
マ

ク
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利
用
に
よ
り
、
迅

速
な
処
理
を
意
識
し
実
行
で
き
る
。
 

【
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
】

 
○

端
末

を
用

い
て

写
真

を
撮

影
し

た
り
、
録
音
し
た
り
で
き
る
。

 

 ○
端

末
を

用
い

て
写

真
や

動
画

を
撮
影
す
る
際
、
ズ
ー
ム
機
能
等
を
使

っ
て
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 ○
端
末
を
用
い
て
写
真
を
撮
影
し
、

ト
リ

ミ
ン

グ
や

圧
縮

等
の

必
要

な
加
工
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 ○
端
末
を
用
い
て
動
画
を
撮
影
し
、

ト
リ

ミ
ン

グ
等

の
必

要
な

加
工

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 ○
端

末
を

用
い

て
動

画
を

撮
影

し
て
、
編
集
に
よ
り
テ
ロ
ッ
プ
等
を
挿

入
し

た
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

コ
ン

テ
ン
ツ
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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コ  ア  ス  キ  ル 

小
学
１
・
２
年
生

 
小
学
３
・
４
年
生

 
小
学
５
・
６
年
生

 
中
学
校

 
高
等
学
校

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
表
現
ス
キ
ル

 
【
情
報
検
索
】

 
○

検
索

サ
イ

ト
を

用
い

て
、

必
要

な
情
報
を
検
索
で
き
る
。

 

 ○
検
索
サ
イ
ト
を
用
い
て
、
必
要
な

情
報
を
複
数
収
集
し
、
比
較
検
討
で

き
る
。

 

 ○
検
索
サ
イ
ト
を
用
い
て
、
収
集
し

た
複
数
の
情
報
を
取
捨
選
択
し
て
、

新
た

な
情

報
と

し
て

ま
と

め
る

こ
と
が
で
き
る
。

 

 ○
音
声
・
画
像
を
用
い
る
Ａ
Ｉ
技
術

を
活

用
し

た
検

索
に

つ
い

て
理

解
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
高
度
な
検
索

が
で
き
る
。

 

 ○
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
（
例
：

e-
St
at

【
政
府
統
計
】、

Ci
Ni
i 
Re
se
ar
ch
【
論

文
検
索
】、

J-
Pl
at
Pa
t【

特
許
情
報
】）

を
利
用
し
て
知
見
を
広
げ
る
と
と
も

に
、検

索
機
能
を
使
い
課
題
研
究
や
知

的
生
産
活
動
の
参
考
に
で
き
る
。
 

【
考
え
の
表
現
】

 
○

描
画

ア
プ

リ
を

活
用

し
て

絵
を

描
く
こ
と
が
で
き
る
。

 

 ○
文
書
作
成
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
、

文
章
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

 

 ○
文
書
作
成
ア
プ
リ
を
利
用
し
、
コ

メ
ン
ト
機
能
等
を
用
い
て
推
敲
し
な

が
ら
、
文
章
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 ○
ク
ラ
ウ
ド
上
の
文
書
作
成
ア
プ
リ

を
利
用
し
、
コ
メ
ン
ト
機
能
等
を
用

い
て
助
言
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

 ○
ク
ラ
ウ
ド
上
の
ア
プ
リ
を
目
的
に

応
じ
て
適
切
に
選
択
し
、
考
え
を
ま

と
め
て
い
く
こ
と
で
、
自
ら
の
学
習

過
程
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
】

 
○

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ア

プ
リ

等
を

用
い

て
、

写
真

を
貼

り
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 ○
撮
影
し
た
写
真
を
使
っ
て
、
プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ア

プ
リ

等
を

用
い

て
目

的
に

応
じ

た
資

料
を

作
成

し
、
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 ○
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ア
プ

リ
等
を
用
い
て
、
発
表
資
料
等
を
ま
と

め
、
資
料
の
提
示
の
仕
方
を
工
夫
し

な
が
ら
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 ○
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ア
プ

リ
等
を
活
用
し
て
、
相
手
を
意
識
し
た

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
資

料
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 ○
必
要
に
応
じ
て
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
を

活
用

し
て

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
資

料
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

 

ア
プ
リ
活
用
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
キ
ル

 
【
ア
プ
リ
活
用
】

 
○

ド
リ

ル
ア

プ
リ

等
を

活
用

し
た

学
び

を
通

し
て

、
学

習
の

習
慣

を
身
に
付
け
て
い
る
。

 
 

 ○
ア

プ
リ

を
活

用
し

た
学

び
を

通
し
て
、
学
習
の
習
慣
を
身
に
付
け
て

い
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
を
適
切
に
保

存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 ○
ア

プ
リ

を
活

用
し

た
学

び
を

通
し
て
、
自
分
に
適
し
た
学
習
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ

を
目
的
に
応
じ
て
整
理
・
保
存
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

 

 ○
自
分
の
学
習
の
目
的
に
応
じ
て
、

ア
プ
リ
を
選
択
し
、
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

 

 ○
必
要
な
場
面
で
、
適
切
な
ア
プ
リ

を
選
択
し
、
活
用
す
る
こ
と
で
、
考

え
や

議
論

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る
。

 

【
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
】

 
○

問
題

解
決

に
は

、
必

要
な

手
順

が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

 
 

 ○
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
等
に
よ
り
、
手

順
を

明
確

化
し

図
示

す
る

こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
教
育
用
コ
ン
テ
ン

ツ
を

活
用

し
て

、「
順

次
」「

分
岐

」
「
反
復
」
等
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基

本
的

な
構

成
要

素
に

つ
い

て
理

解
す
る
。

 

 ○
構

造
と

し
て

「
分

岐
」「

反
復

」
を

含
み

、「
変

数
」

を
用

い
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

 

 ○
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
図
等
に
よ
り
、
手
順
を
明
確
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
生
活
や
社
会

に
お
け
る
問
題
を
、
計
測
・
制
御
及
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
双
方
向

性
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
。
 

 ○
必
要
に
応
じ
て
、
設
定
し
た
課
題

に
適

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
言

語
を
選
択
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・

実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 

【
統
計
処
理
】

 
○

表
計

算
ア

プ
リ

を
用

い
て

自
動

集
計
表
（
合
計
、
平
均
等
）
や
適
切

な
グ

ラ
フ

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き
る
。

 

 ○
表
計
算
ア
プ
リ
等
を
活
用
し
て
、

適
切
な
グ
ラ
フ
を
選
択
し
、
根
拠
の

あ
る

説
明

資
料

を
作

成
す

る
こ

と
が
で
き
る
。

 

 ○
統

計
処

理
ア

プ
リ

等
を

活
用

し
て

、
デ

ー
タ

等
の

加
工

分
析

を
行

い
、
根
拠
の
あ
る
説
明
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
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ア ド バ ン ス ト ス キ ル
 

小
学
１
・
２
年
生

 
小
学
３
・
４
年
生

 
小
学
５
・
６
年
生

 
中
学
校

 
高
等
学
校

 
○

目
的

意
識

を
持

っ
て

情
報

機
器

を
利

用
し

、
自

分
が

立
て

た
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

知
識

・
技

能
を

身
に

付
け

な
が

ら
問

題
解
決
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 
【

例
】

Vi
sc

ui
t 

等
の

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
学

習
環

境
を

活
用

し
、

絵
を

自
分

の
思

い
通

り
に

動
か

す
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
で
き
る
。

 

○
目
的
意
識
を
持
っ
て
情
報
機
器
を

利
用
し
、
自
分
が
立
て
た
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
、
筋
道
を
立
て
て
考

え
、
操
作
結
果
を
予
想
し
な
が
ら
、

問
題
解
決
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
例

】
Sc
ra
tc
h 
Jr
. 
等
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

学
習

ア
プ

リ
を

活
用

し
て
、
電
子
紙
芝
居
の
よ
う
な
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
を
作
成
で
き
る
。 

○
目

的
意

識
を

持
っ

て
情

報
機

器
を
利
用
し
、
自
分
が
立
て
た
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
、
目
的
に
応
じ
た

効
果
を
考
え
、
必
要
な
機
器
の
操
作

に
挑
戦
し
な
が
ら
、
問
題
解
決
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

 
【
例
】
Sc

ra
tc

h 
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
学
習
環
境
を
活
用
し
て
、
ク
リ

ッ
ク

す
る

と
説

明
が

表
示

さ
れ

た
り
、
音
声
案
内
が
流
れ
た
り
す
る
な

ど
、
双
方
向
性
を
持
つ
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン

資
料

や
展

示
資

料
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

○
目

的
に

応
じ

た
適

切
な

ア
プ

リ
を
選
択
し
て
、
資
料
や
観
察
、
実
験

の
結
果
を
分
析
し
、
写
真
や
グ
ラ
フ

を
挿
入
す
る
な
ど
、
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
な
が
ら
、
新
た
に
資
料
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

○
統

計
処

理
や

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン
グ
等
、
適
切
に
ア
プ
リ
を
利
用
し

て
情
報
を
分
析
し
、
課
題
解
決
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

○
課

題
解

決
に

必
要

な
機

能
を

考
え
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
実
現

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
行
え
る
。
 

【
例
】
複
数
の
条
件
を
満
た
す
よ
う

な
席
替
え
や
く
じ
引
き
を
、
乱
数
を

活
用

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

用
い

て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
時
間
の
効
率
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
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５ 学習場面についての留意事項 

Can-Doリストに示すＩＣＴ活用スキルごとの項目は、ある特定の学習場面を想定して

いるのではなく、全ての学習活動において、それらを育成する取組や仕掛けを施すこと

を求めている。 

したがって、本ＩＣＴ教育プログラムを実施するに当たっては、各学年、各教科等の

内容に照らして、指導内容として組み込めるかどうかを再点検しつつ、教科等横断的に

指導計画を作成しなければならない。 

中学校技術・家庭科技術分野や高等学校情報科のように、教科内容としてＩＣＴ活用

スキル向上が内在しているものもあるが、実際には、ＩＣＴ活用スキルは全ての教育活

動にわたって発揮されるものであるため、指導場面としては、教科等横断的かつ実践的

な学びが求められる総合的な学習（探究）の時間や特別活動においても、学習計画に取

り入れることを検討することが必要である。アンケート採取・集計、プレゼンテーショ

ンの準備・発表等を通して、基本的なスキルを身に付け、そのスキルを各教科等の学習

に取り入れ、学びを深いものにしていくことが考えられる。 

なお、小学校においては、プログラミング教育を中心にＩＣＴ活用スキルの向上を図

ることとしているが、プログラミング環境を活用した発表資料の作成等を通して、児童

の自由な発想を生かしたプログラミング体験を十分に行わせることにより、自然なプロ

グラミング的思考の発露が期待できる。 

また、学校での教育活動にとどまらず、１人１台端末の環境下では、家庭学習にも活

用することを前提としている。特に、キーボード等での入力スキルやプログラミングに

関するスキルについては、児童生徒の自主的な練習や活動がスキルアップにとって、最

も大切なことであるので、家庭との連携の下、家庭学習に取り入れることも考えられる。 

次の⑴～⑹は、コアスキルのそれぞれの項目について、そのねらいや学習場面の想定

について言及したものである。カリキュラム・マネジメント等、教育計画作成の際の参

考にされたい。 

⑴ 「文字入力」「デバイスの活用・編集技術」 

ア 学校教育で端末を利用する場合は、迅速に文字入力を行うスキルを身に付けさせ

ることが、今後の主体的かつ積極的な端末活用を行う上で極めて重要である。 

小学１・２年生の段階では、端末に親しみ、簡単な操作ができるようになる必要

がある。発達の段階の関係でタイピングが難しい場合には、端末の機能を利用して、

手書き入力や音声入力を行い、画像や動画を検索するなど、適切な活用場面を設定

し、利用頻度を確保しなければならない（１日２場面以上）。 

小学３～６年生の段階では、えひめＩＣＴ学習支援システム「ＥＩＬＳ」内のタ

イピング練習アプリなどを活用し、自分のペースで目標を持ちながら着実にスキル

の向上を図る必要がある。従来の手書きプリント教材を、可能な限り、電子データ

で配付・回収するなど、入力スキルを発揮する場面を創出しなければならない。 

なお、タイピング練習は、朝の時間を利用するなど、継続的に目標を持ちながら

実施することが肝要である。 

イ 文字入力同様、付属デバイスの適切な活用は、特にマルチメディア的な表現活動

を意識すべきタブレット端末においては、重要である。小学校低学年から、タッチ
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ペンを表現活動に活用するなど、適切に活用場面を創出することにより、タブレッ

ト端末が自らの表現活動を豊かにするという実感を持たせるよう留意したい。 

また、端末の活用場面が多くなるに従い、効率的な入力を意識する必要がある。

情報の複製やショートカットキーの利用について、適切な指導が望まれる。 

なお、情報の複製を指導する際は、著作権についても留意する必要がある。 

⑵ 「マルチメディア」 

マルチメディアの特長は、文字、画像、音声、動画等の様々なコンテンツを一元化

して扱えることであり、その特長を生かして、新たな価値を持ったデジタルコンテン

ツを作成又は操作することは、非常に重要なことである。小学校では、生活科や理科

での実験や観察の記録を、写真撮影等を通してデジタル化して保存するなどの活動か

ら始め、徐々にマルチメディアの特長を生かしたコンテンツづくりをしていくことが

考えられる。 

また、読むことに困難のある児童生徒については、デジタル教科書などのマルチメ

ディア教材を積極的に導入し、ＩＣＴの補助の下で、児童生徒個々が自らの能力を存

分に発揮できるような環境づくりに努めなければならない。 

⑶ 「情報検索」 

児童生徒がＩＣＴを活用して情報検索を行うことは、学びが一方的に与えられるも

のでなく、主体性を持ったものであることを実感するために必要な学習活動である。 

探究的な活動において、児童生徒自らが必要な情報を集め、複数の情報をリンクさ

せるような活動を行うことで、情報活用能力の向上が図られるような場面設定を、各

教科等の時間で創出していかなければならない。 

なお、論理演算を用いた高度な検索技術やプログラミングによるインターネット上

のデータの自動取得を体験することにより、今後のインターネット上のデータ活用に

ついて、科学的な利用方法に興味を持たせられるような配慮が望まれる。 

⑷ 「アプリ活用」 

ＩＣＴ環境があれば、時と場所を選ばず、学習に活用できるクラウド上のアプリは、

児童生徒の生活の中で、学びを深く浸透させることに重要な役割を果たすものである。 

アプリの活用については、各教科等の学習において、教員と児童生徒間での資料の

やり取りから始め、活用方法を理解させながら、自らのデータベースとしての利用を

促すとともに、様々なアプリを協働学習のツールとして活用させるなど、活用スキル

や情報モラルが確実に身に付くよう配慮しなければならない。 

なお、えひめＩＣＴ学習支援システム「ＥＩＬＳ」などを活用した個別学習、ウェ

ブ会議アプリや授業支援アプリなどを活用した協働学習を通して、児童生徒の学習意

欲が向上できるような工夫が望まれる。 

⑸ 「プログラミング的思考」 

プログラミング的思考は、プログラミングを行う際に働かせる、極めて論理的な思

考や態度のことを言うが、プログラミングの持つ教育的側面を捉え、将来どのような

職業に就くとしても必要な資質能力であるとされている。 

小学校においては、プログラミング教育を中心にＩＣＴ活用スキルの向上を図るこ

ととしているが、算数科や理科の時間といった限定的な教科のみで扱うのではなく、
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全ての教科等において、プログラミング用アプリ等を活用した発表資料を作成し、児

童の自由な発想を生かしたプログラミング体験を十分に行わせることにも配慮しなけ

ればならない。 

なお、クラウドサービスの中には、プログラミングライブラリの充実したものがあ

るので、小中高全ての段階で、児童生徒が自分の興味や必要性に応じて、独自のアプ

リを作成する活動の推進が望まれる。 

⑹ 「統計処理」 

学習指導要領において、課題解決のための統計教育の充実が明言されたように、不

確実な社会を生き抜いていく上で、統計的な発想に基づく行動様式の重要性は言うま

でもなく、例えば、小中学校の社会科や、高等学校の公民科において、インターネッ

トからデータを収集し、統計処理し、判断するような活動が望まれる。 

その際、算数科や数学科との連携が必要とされるので、学校全体のカリキュラム・

マネジメントを行い、計画的に実施する必要がある。 
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第４章 教員のＩＣＴ活用チェックリスト 
 

１ チェックリストの再整理について 

  昨今の新型コロナウイルス感染症は、授業はもとより学校行事や部活動など、学校教

育活動に大きな影響を及ぼしたが、本県では「子どもたちの学びを止めない」ために、

ＩＣＴを効果的に活用するなど、様々な工夫を重ねてきた。ここで培った効果的な指導

手法を生かしながら、今後、更に進展するデジタル社会に対応すべく、教員自らが身に

付けるべきＩＣＴ活用スキルを再整理する。 

  従前より、教員が身に付けるべきＩＣＴ活用スキルは、教科等の指導におけるＩＣＴ

活用に関するものや校務の情報化に関するものが示されていたが、これに加えて、今後、

愛媛の教員が身に付けるべきＩＣＴ活用スキルとして、児童生徒の Can-Doリストに関す

る指導や、ＡＩや教育データの活用を通した教育の質の向上及び業務の効率化等を考慮

して、従前のスキルを⑴～⒁の 14項目に整理し、⒂～⒄を新たに追加する。 
  ※⑴～⑺は、「教員のＩＣＴ活用指導力チェックリスト『学校における教育の情報化の実態等に関

する調査（文部科学省）』」を参考としている。 
 

 ⑴ プロジェクタや書画カメラを用いて、教材を拡大提示できる。 

 ⑵ ワード又は一太郎を活用して学級通信や教材プリントを作成することができる。 

 ⑶ エクセルを用いて、成績処理ができる。 

 ⑷ パワーポイントを用いて、発表資料や提示用教材を作成できる。 

 ⑸ 児童生徒の協働作業や発表の際に、インターネットや情報機器を効果的に活用できる。 

 ⑹ 情報モラルを指導できる。 

 ⑺ ＩＤ・パスワードの管理等、情報セキュリティに関する指導ができる。 

 ⑻ ＳＮＳの特性等を理解し、児童生徒に対して、適切なＳＮＳ利用について指導できる。 

 ⑼ クラウドサービス等を用いて、教材の配付・収集での振返り等を行うことができる。 

 ⑽ クラウドサービス等を用いて、即時的なアンケート集計や小テストを活用した振返

りを行うことができる。 

 ⑾ 児童生徒に対して、１人１台端末を利用した学習方法(小学校：プログラミング教育

を含む)について指導できる。 

 ⑿ 特別な配慮が必要な児童生徒に対して、一人一人の障がいの状態等に応じた入出力

支援装置やアプリ等を選択するなど、具体的な支援を考え、実践することができる。 

 ⒀ 著作権や肖像権等を侵害しないよう配慮して、画像や動画を撮影、編集し、教材を

作成・配付することができる。 

 ⒁ ウェブ会議システムを用いて、遠隔授業を行ったり、研修会等へ参加したりするこ

とができる。 
 
（ 新 規 ） 

 ⒂ デジタル技術の利用を通じて、社会に積極的に関与し、参加する能力である「デジ

タル・シティズンシップ」に関する指導ができる。 

 ⒃ ＡＩの性質やメリット・デメリットを理解し、校務での文書や教材の素案作成等に

活用できる。 

 ⒄ 蓄積した学習履歴等の教育データを分析して、個別最適な指導・支援に活用できる。 
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２ ＡＩの活用について 

 ⑴ 生成ＡＩの活用 

   ChatGPT や Copilot（旧 Bing Chat）、Gemini（旧 Bard）等に代表される対話型生成

ＡＩは、文章作成、翻訳等の素案作成、ブレーンストーミングの壁打ち相手（考えを

整理するために対話する相手）など、民間企業等で様々な活用が広まりつつある。こ

れらの生成ＡＩは、膨大なデータの学習を通じ、ある単語の次に用いられる可能性が

確率的に最も高い単語を出力することで、「統計的にそれらしい応答」を生成するもの

であり、使いこなすには次のことが必要である。 

  ○指示文（プロンプト）への習熟 

  ○回答は誤りを含むことがあるため、「参考の一つに過ぎない」という認識と、最後は

自分で判断する基本姿勢 

  ○対象分野に関する一定の知識や自分なりの問題意識、真偽を判断する能力 

  ○生成ＡＩに自我や人格はなく、あくまでも人間が発明した道具であるという認識 

  ○個人情報の保護、著作権の保護、県立学校または市町の情報セキュリティポリシー

の遵守 

   これらのことを踏まえ、まずは教員自身が、生成ＡＩの仕組み、利便性、リスク、

留意点に関する教員研修や、生成ＡＩの校務での適切な活用に向けた取組を推進し、

ＡＩリテラシー向上や働き方改革につなげていくことが必要である。 

  【主な活用例】 

  ○文書の素案作成 

    新規に文書を作成するときは、時間がかかり負担になることが多い。そこで、生

成ＡＩにおいて、内容を箇条書きにしたものを、キーワードとして入力して文書の

素案を出力させ、手直しをすると、簡単に文書の作成が可能となる。 

  ○教材の素案作成 

    児童生徒の興味を引く教材の選択・作成は、教員に必要なスキルの一つである。

生成ＡＩにおいて、科目や単元等のキーワードを入力して関連する授業アイデアを

出力させる。その出力結果を参考にして実施したい内容を決定し、授業プリントを

作成する。 

 ⑵ その他のＡＩの活用 

  ○えひめ学習支援システム（ＥＩＬＳ）等の自動採点システム 

  ○ＡＩドリル等のアダプティブ機能 

  ○音声認識による文字起こし 

  ○文字認識機能による翻訳、音声出力 

  ○文字や音声によるＡＩアシスタント 

 

３ 教育データの利活用について 

  教育データを利活用する目的は、一人一人の児童生徒の状況を多面的に確認し、学習

指導、生徒指導、学級経営、学校運営など、教育活動の各場面において一人一人の力を

最大限引き出すためのきめ細かな支援を可能とすることにある。本県では、児童生徒の

１人１台端末や、えひめＩＣＴ学習支援システム（ＥＩＬＳ）が整備されており、児童
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生徒の学習履歴（スタディ・ログ）などを効率的に取得し、集計、分析を行うことによ

り、次のようなことが実現可能となる。 

 【児童生徒】 

  ○自身の学びや成長の記録を一目で振り返り、強みや弱みを把握する。 

  ○興味のある分野を発展的に学習する。 

  ○苦手分野の克服や復習のための練習問題などが提示される。 

 【教員】 

  ○児童生徒一人一人の学習状況をデータで把握し、きめ細かな指導や支援につなげる。 

  ○これまでの経験や知見をデータと照合し、必要に応じて指導を改善する。 

  教育データを含めてＩＣＴを効果的に活用することにより、学習者主体の教育へ転換

し、教員が児童生徒と向き合える環境を構築することが望ましい。また、生活・健康面

の状況（ライフ・ログ）を取得することで、そのデータを通して学校生活の支援が必要

な児童生徒の早期発見につなげていくことも考えられる。 

 

○ＩＣＴ活用に関する参考ウェブサイト 

  県教育委員会では、児童生徒の活動の様子や教員のＩＣＴ活用スキル向上用動画素材

等、研修に資する教材をホームページに掲載しているので、参考にされたい。 

 

【ＩＣＴ活用実践事例等】 

「えひめのＩＣＴ教育まとめサイト」 

（https://koukoukyouiku.esnet.ed.jp/ict_matome） 

 

【ＩＣＴ活用スキル向上研修用動画素材】 

「『えひめＩＣＴ未来創造プラン』が示す新たな時代のＩＣＴ活用スキル研修用資料」 

（https://center.esnet.ed.jp/） 

 

【プログラミング教育研修ホームページ】 

「えひめプログラミング教育ホームページ（https://programming-edu.esnet.ed.jp/）」 

 

 

16



（参考）

愛媛の教員が身に付けるべきＩＣＴ活用スキルチェック表 

１ ＳＮＳの特性等を理解し、児童生徒に対して、適切なＳＮＳ利用について指導できる。 

４ 

できる 

３ 

ややできる 

２ 

あまりできない 

１ 

ほとんどできない 

２ クラウドサービス等を用いて、即時的なアンケート集計や小テストを活用した振返り

を行うことができる。 

４ 

できる 

３ 

ややできる 

２ 

あまりできない 

１ 

ほとんどできない 

３ 著作権や肖像権等を侵害しないよう配慮して、画像や動画を撮影、編集し、教材を作

成・配付することができる。 

４ 

できる 

３ 

ややできる 

２ 

あまりできない 

１ 

ほとんどできない 

４ ＡＩの性質やメリット・デメリットを理解し、校務での文書や教材の素案作成等に活

用できる。 

４ 

できる 

３ 

ややできる 

２ 

あまりできない 

１ 

ほとんどできない 

５ 蓄積した学習履歴等の教育データを分析して、個別最適な指導・支援に活用できる。 

４ 

できる 

３ 

ややできる 

２ 

あまりできない 

１ 

ほとんどできない 

（チェック表を用いたＩＣＴ活用スキル自己研修）

「２ あまりできない」「１ ほとんどできない」と評価した項目について、 

それぞれに該当する、総合教育センター作成研修用動画素材を視聴する。 

（チェック表を用いたＩＣＴ活用スキル自己評価の結果を踏まえた校内研修）

「２ あまりできない」又は「１ ほとんどできない」と評価した教員の割合が 50%を超

える項目について、総合教育センター作成研修用動画素材を利用した研修等、校内研修を

実施する。
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